
～ＪＯＣジュニアオリンピックカップ～ 

2025 年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 

【東北予選会実施要項】 

 

１ 日  時  令和７年７月６日（日）    8:00～ 9:20  練習 

                      9:00～ 9:20  審判会議 

                      9:30～       開会、試合 

２ 会  場  三友エンジニア（上山）体育文化センターアリーナ  

〒 999-3241 山形県上山市けやきの森 2番 1号 

３ 主  催  東北柔道連盟 

４ 主  管  山形県柔道連盟 

５ 出場資格・練習相手・コーチ 

（１）次の体重区分による男女各７階級  

  ①男子 60kg 級、66kg 級、73kg 級、81kg 級、90kg 級、100kg 級、100kg 超級 

  ②女子 48kg 級、52kg 級、57kg 級、63kg 級、70kg 級、78kg 級、78kg 超級 

（２）選手は、日本国籍を有し、(公財)全日本柔道連盟に選手登録した者で、平成１７年

（2005年）１月１日以降、平成２２年（2010年）１２月３１日以前の出生者であること。 

   ※２０２５年中に１５歳～２０歳になる者。 

（３）選手は、登録を行った県からのみ出場できる。 

（４）選手は、各県各階級１名とする。 

６ 計  量   

（１）女子計量会場：女子更衣室（１F） 

女子非公式計量 ７月５日（土）13:30～14:00 

女子公式計量  ７月５日（土）14:00～14:30 

（２）男子計量会場：柔道場（２F） 

男子非公式計量 ７月５日（土）13:30～14:00 

男子公式計量  ７月５日（土）14:00～14:30 

７ 前日練習 

（１） 練習会場：柔道場 

（２） 前日練習     ７月５日（土）13:00～15:00 

８ 試合方法 

（１）最新の国際柔道連盟試合審判規程で行う。 

（２）試合時間は４分間とし、優勢勝ちの判定基準は「有効」以上、得点差がない場合

は、時間無制限の延長戦（ゴールデンスコア方式）により勝敗を決する。 

（３）試合はトーナメント戦で行い、敗者復活戦は行わない。 

９ 服  装  

（１）全日本柔道連盟柔道衣規格に合格した柔道衣（上衣、下穿、帯）を着用すること。 

≪上衣・下穿≫ 

   ア．外枠が赤色の IJF ラベルがついているもの 

   イ．（赤色の IJF ラベルがついていない場合） 

   「JU0000」と赤字で表示された全柔連認証番号ラベルがついているもの 

  ≪帯≫ 

ア．IJF ラベルがついているもの（外枠の色は赤・青どちらでも可） 

イ．（IJF ラベルがついていない場合） 

「JU0000」と表示された全柔連認証番号ラベルがついているもの（赤・黒どちら



でも可） 

※女子の黒帯は、白線の入っていない帯を使用すること。 

※平成 27 年度より柔道衣規格が変更になっているため、最新の柔道衣リストは全

柔連 HP 参照のこと。 

（２）柔道衣は白色のみを使用し、背部に下記の要領でゼッケンを各自縫い付けること。 

  ①布地は白色（晒太綾）で、サイズは横 30 ㎝～35 ㎝、縦 25 ㎝～30 ㎝。 

  ②上部 2/3 に苗字、下部 1/3 に所属を表記する。書体は楷書で、ゴシック体または明

朝体を用いること。 

  ③男子は黒字、女子は赤字とする。 

  ④縫い付けの位置は後襟から 5～10㎝下部とし、対角線にも強い糸で縫い付けること。 

10 表  彰 

（１）各階級の優勝者と２位を表彰する。 

（２）各階級の優勝者を 2025 年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会の東北代表選手と

する。 

11 参加申込 

所定の選手申込にて、本年６月２０日（金）までに E-mailまたは郵送で申し込むこと。 

申込先及び照会先 

〒990-0037 

山形市八日町 1-2-5 ヴェルビュ八日町 205 

山形県柔道連盟事務局 縄 野 一 史 宛 

携帯 090-8505-8908 e-mail:abusan23@gmail.com 

12 組み合わせ 

  参加申し込み締め切りまでに、県名を用い主管事務局で行う。 

12 選手変更 

  別紙、選手変更について（申し合わせ）を参照。 

13 参 加 料 １人 １，０００円（大会当日徴収） 

14 審  判 

（１）審判員は各県２名とする。 

（２）審判会議 ７月６日（日）9：00～9：20  

15 そ の 他 

（１）皮膚真菌症（トンズランス感染症）については、発症の有無を各所属の責任におい

て必ず確認すること。 

感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手については、迅速に医療機関におい

て、的確な治療を行うこと。もし、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会へ

の出場ができない場合もある。 

（２）選手は、傷害保険に加入して出場すること。 

（３）脳震盪対応について、選手及び指導者は以下の事項を遵守すること。 

・大会１か月以内に脳震盪を受傷した選手は、脳神経外科医の診察を受け、出場許可を

得ること。 

  ・大会中、脳震盪を受傷した者は継続して当該大会に出場することは認めない。（受傷

した時点で必ず専門医を受診すること。） 

  ・練習再開に際しては、脳神経外科の診察を受け、許可を得ること。 

  ・上記のいずれかに該当する選手がいる場合、指導者は必ず大会事務局へ事故報告書

を提出すること。 


